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○釧路市農村都市交流センター条例 

平成１７年１０月１１日 

釧路市条例第１７５号 

（設置） 

第１条 地域に適した食と健康づくりを通じて、農村と都市の交流を図り、

本市の農業及び農村の振興に資するため、釧路市農村都市交流センター（以

下「センター」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 センターは、釧路市山花１４線１３１番に置く。 

（事業） 

第３条 センターは、第１条の設置目的を達成するため、次に掲げる事業を

実施する。 

（１） 農村と都市の交流の場を提供すること。 

（２） 地域に適した食と健康づくりの場を提供すること。 

（３） 農畜産物等の加工実習体験の場を提供すること。 

（４） 農業及び農村の情報を提供すること。 

（５） 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事業 

（指定管理者による管理） 

第４条 市長は、次に掲げるセンターの管理に関する業務を行わせるため、

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定によ

り、指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）を指定

するものとする。 

（１） センターの施設の利用の承認に関する業務 

（２） 前条に規定する事業の実施に関する業務 

（３） センターの施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

の収受に関する業務 

（４） センターの施設及び設備の維持管理に関する業務 

（５） その他市長が定める業務 
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（指定管理者が行う管理の基準） 

第５条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の規定に従い、

センターの管理を行わなければならない。 

（利用の承認） 

第６条 センターの施設を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の

承認を受けなければならない。 

２ 指定管理者は、管理運営上必要があると認めたときは、その利用につい

て条件を付し、及びこれを変更することができる。 

（利用の制限） 

第７条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、センターの

利用を承認せず、又は利用させない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められるとき。 

（２） センターの建物又は附属設備を損傷するおそれがあると認められ

るとき。 

（３） 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある団体の利

益になると認められるとき。 

（４） 管理運営上支障があると認められるとき。 

（利用料金の納入等） 

第８条 第６条第１項の規定により利用の承認を受けた者（以下「利用者」

という。）は、利用料金を指定管理者に納入しなければならない。 

２ 利用料金は、利用の承認を受けたときに納入しなければならない。ただ

し、指定管理者が特に必要と認めたときは、この限りでない。 

３ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

（利用料金の設定基準等） 

第９条 利用料金は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長

の承認を得て、指定管理者が定める。 

２ 指定管理者は、利用料金の額について変更しようとするときは、あらか

じめ市長の承認を得なければならない。 
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３ 市長は、前２項の規定により承認したときは、その内容について速やか

に告示するものとする。 

（利用料金の減免） 

第１０条 指定管理者は、規則で定めるところにより、利用料金を減額し、

又は免除することができる。 

（利用料金の不還付） 

第１１条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、規則で

定めるところにより、その全部又は一部を還付することができる。 

（転貸等の禁止） 

第１２条 利用者は、センターを利用する権利を譲渡し、又は転貸してはな

らない。 

（特別の設備等の承認） 

第１３条 利用者は、特別の設備をし、施設に変更を加え、又は備付け以外

の器具を持ち込み、利用しようとするときは、あらかじめ指定管理者の承

認を受けなければならない。 

（利用承認の取消し等） 

第１４条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、

利用の承認を取り消し、又は利用を停止することができる。 

（１） 不正の手段をもって利用の承認を受けたとき。 

（２） 利用の目的以外に利用したとき。 

（３） 第６条第２項の規定により付され、又は変更された条件に違反し

たとき。 

（４） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

（５） 管理運営上支障があると認められるとき。 

（原状回復） 

第１５条 利用者は、施設の利用が終わったときは、直ちにこれを原状に復

して返還しなければならない。前条の規定により利用の承認を取り消され、

又は利用を停止されたときも同様とする。 
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（損害賠償の義務） 

第１６条 利用者は、センターの建物、附属設備等を損傷し、又は滅失した

ときは、その損害を賠償しなければならない。 

（市による管理） 

第１７条 第６条から第１１条まで（第８条第３項並びに第９条第２項及び

第３項を除く。）、第１３条、第１４条及び別表の規定は、指定管理者に

代わって、市がセンターの管理を行う場合について準用する。この場合に

おいて、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条及

び第７条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第８条第１項中「指定

管理者」とあるのは「市」と、同条第２項ただし書中「指定管理者」とあ

るのは「市長」と、第９条の見出し中「設定基準等」とあるのは「額」と、

同条第１項中「あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者が」とあるのは

「規則で」と、第１０条及び第１１条ただし書中「指定管理者は、規則で

定めるところにより」とあるのは「市長は、特に必要があると認めたとき

は」と、第１３条及び第１４条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、

別表中「利用料金設定基準」とあるのは「使用料」と読み替えるものとす

る。 

（委任） 

第１８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の釧路市農村都市交流センタ

ー条例（平成７年釧路市条例第３３号）の規定によりなされた処分、手続

その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみな

す。 

附 則（平成１７年１２月１３日条例第３０３号） 
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この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第１条中釧路市

フィットネスセンター条例第３条の次に３条を加える改正規定（第４条に係

る部分に限る。）、第２条中釧路市農村都市交流センター条例第３条の次に

２条を加える改正規定（第４条に係る部分に限る。）及び第３条中釧路市ふ

れあいホースパーク条例第２条の次に２条を加える改正規定（第３条に係る

部分に限る。）は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２０日条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（規則への委任） 

８ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置

は、規則で定める。 

附 則（平成３１年３月２２日条例第８号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（規則への委任） 

１０ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措

置は、規則で定める。 

附 則（令和元年６月２８日条例第２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表（第９条関係） 

利用料金設定基準 

１ 一般利用の場合の料金 

区分 単位 金額 

宿泊料（入湯料を含む。） １泊１人につき １２，１００円

貸室料（客室） １室１時間につき １，６４０円

加工実習室 １時間につき １，６４０円
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会議室 １時間につき １，６４０円

リフレッシュスタジオ １時間につき １，６４０円

多目的研修室 １室使用 １時間につき １，１００円

２室使用 １時間につき ２，２００円

３室使用 １時間につき ３，３００円

入湯料 １人 １回につき ８７０円

備考 宿泊料に通常の食事料（朝・夕２食）を加えた場合の上限額は、１

７，６００円とする。 

２ 団体利用等の場合の料金 

団体利用の場合の料金、回数券若しくは定期券を発行する場合の料金

又は各種セット券を発行する場合の料金は、前項の料金を勘案し設定す

るものとする。 

３ 附属設備等の料金 

前２項に定めるもののほか、附属設備又は用具等の料金を設定するこ

とができる。 

４ 営利を目的とする場合の料金 

営利を目的とする行事等に使用する場合の料金は、前３項の規定によ

る金額に２を乗じて得た額の範囲内で設定するものとする。 
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○釧路市農村都市交流センター条例施行規則 

平成１７年１０月１１日 

釧路市規則第１９５号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、釧路市農村都市交流センター条例（平成１７年釧路市

条例第１７５号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を

定めるものとする。 

（利用時間等） 

第２条 次の各号に掲げる釧路市農村都市交流センター（以下「センター」

という。）の施設の利用時間（センターに宿泊している者に係るものを除

く。）は、当該各号に定めるところによる。ただし、指定管理者は、特に

必要と認めたときは、これを変更することができる。 

（１） 加工実習室、リフレッシュスタジオ 午前９時から午後５時まで 

（２） 会議室、多目的研修室 午前９時から午後１０時まで 

（３） 浴場 午前１０時から午後１０時まで 

２ センターは、無休とする。ただし、指定管理者は、特に必要と認めたと

きは、臨時に休館日を定めることができる。 

３ 指定管理者は、第１項ただし書の規定により利用時間を変更したとき、

又は前項ただし書の規定により臨時に休館日を定めたときは、市長に報告

しなければならない。 

（利用料金の設定等の申請） 

第３条 指定管理者は、条例第９条の規定により利用料金又はその額の変更

について承認を受けようとするときは、利用料金設定（変更）申請書に次

に掲げる書類を添付し、市長に提出しなければならない。 

（１） 利用料金に関する規程 

（２） 利用料金の収入に関する書類 

（３） センターの管理費用に関する書類 

（４） その他市長が必要と認める書類 
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（利用料金の減免） 

第４条 条例第１０条の規定により指定管理者が利用料金を減額し、又は免

除する場合は、次のとおりとする。 

（１） 市又は指定管理者が主催し、又は共催する各種事業に加工実習室、

会議室、リフレッシュスタジオ又は多目的研修室（以下「加工実

習室等」という。）を利用する場合 

（２） 農業振興を目的として加工実習室等を利用する場合 

（３） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

２ 利用料金の減額又は免除を受けようとする者（指定管理者を除く。）は、

利用の申請の際に減免申請書を指定管理者に提出し、承認を受けなければ

ならない。 

（利用料金の還付） 

第５条 条例第１１条ただし書の規定により指定管理者が利用料金の全部又

は一部を還付する場合は、次のとおりとする。 

（１） 天災その他利用者の責めに帰さない理由により、施設の利用がで

きなくなった場合 

（２） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

（特別の設備等の承認） 

第６条 条例第１３条の規定により特別の設備等の承認を受けようとする者

は、利用の申請の際に特別設備等申請書を指定管理者に提出し、承認を受

けなければならない。 

（遵守事項） 

第７条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 施設又は附属設備等を汚損し、又は損傷しないこと。 

（２） 所定の場所以外において飲食若しくは喫煙をし、又は火気を使用

しないこと。 

（３） 許可を受けないで、センター内で物品の販売をしないこと。 

（４） 他人の迷惑となるような行為をしないこと。 
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（５） その他関係職員の指示に従うこと。 

（市による管理） 

第８条 第２条（第３項を除く。）及び第４条から第６条までの規定は、指

定管理者に代わって、市がセンターの管理を行う場合について準用する。

この場合において、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、

第２条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第４条第１項各号列記以

外の部分中「指定管理者」とあるのは「市長」と、同項第１号中「市又は

指定管理者」とあるのは「市」と、同項第３号中「指定管理者」とあるの

は「市長」と、同条第２項中「受けようとする者（指定管理者を除く。）」

とあるのは「受けようとする者」と、「指定管理者に」とあるのは「市長

に」と、第５条及び第６条中「指定管理者」とあるのは「市長」と読み替

えるものとする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の釧路市農村都市交流センタ

ー条例施行規則（平成８年釧路市規則第２号）の規定によりなされた処分、

手続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされたものと

みなす。 

附 則（平成１７年１２月２６日規則第２８８号） 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
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○釧路市ふれあいホースパーク条例 

平成１７年１０月１１日 

釧路市条例第１７９号 

（設置） 

第１条 馬とのふれあい体験を通じて、農業及び農村地域への理解を深め、

並びに農村と都市との交流促進及び馬産の振興に資するため、釧路市ふれ

あいホースパーク（以下「ホースパーク」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 ホースパークは、釧路市山花１０番１に置く。 

（指定管理者による管理） 

第３条 市長は、次に掲げるホースパークの管理に関する業務を行わせるた

め、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定

により、指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）を

指定するものとする。 

（１） ホースパークの施設の利用の承認に関する業務 

（２） 第１条の設置目的を達成するための事業の実施に関する業務 

（３） ホースパークの施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

の収受に関する業務 

（４） ホースパークの施設及び設備の維持管理に関する業務 

（５） その他市長が定める業務 

（指定管理者が行う管理の基準） 

第４条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の規定に従い、

ホースパークの管理を行わなければならない。 

（利用の承認） 

第５条 ホースパークを利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の承

認を受けなければならない。 

２ 指定管理者は、管理運営上必要があると認めたときは、その利用につい

て条件を付し、及びこれを変更することができる。 
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（利用の制限） 

第６条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、ホースパー

クの利用を承認せず、又は利用させない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められるとき。 

（２） ホースパークの建物又は附属設備を損傷するおそれがあると認め

られるとき。 

（３） 集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある団体の利

益になると認められるとき。 

（４） 管理運営上支障があると認められるとき。 

（利用料金の納入等） 

第７条 第５条第１項の規定により利用の承認を受けた者（以下「利用者」

という。）は、利用料金を指定管理者に納入しなければならない。 

２ 利用料金は、利用の承認を受けたときに納入しなければならない。ただ

し、指定管理者が特に必要があると認めたときは、この限りでない。 

３ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

（利用料金の設定基準等） 

第８条 利用料金は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長

の承認を得て、指定管理者が定める。 

２ 指定管理者は、利用料金の額について変更しようとするときは、あらか

じめ市長の承認を得なければならない。 

３ 市長は、前２項の規定により承認したときは、その内容について速やか

に告示するものとする。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、規則で定めるところにより、利用料金を減額し、又

は免除することができる。 

（利用料金の不還付） 

第１０条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、規則で

定めるところにより、その全部又は一部を還付することができる。 
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（転貸等の禁止） 

第１１条 利用者は、ホースパークを利用する権利を譲渡し、又は転貸して

はならない。 

（特別の設備等の承認） 

第１２条 利用者は、特別の設備をし、施設に変更を加え、又は備付け以外

の器具を持ち込み、利用しようとするときは、あらかじめ指定管理者の承

認を受けなければならない。 

（利用承認の取消し等） 

第１３条 指定管理者は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、

利用の承認を取り消し、又は利用を停止することができる。 

（１） 不正の手段をもって利用の承認を受けたとき。 

（２） 利用の目的以外に利用したとき。 

（３） 第５条第２項の規定により付され、又は変更された条件に違反し

たとき。 

（４） この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

（５） 管理運営上支障があると認められるとき。 

（損害賠償の義務） 

第１４条 利用者は、ホースパークの建物、附属設備等を損傷し、又は滅失

したときは、その損害を賠償しなければならない。 

（市による管理） 

第１５条 第５条から第１０条まで（第７条第３項並びに第８条第２項及び

第３項を除く。）、第１２条、第１３条及び別表の規定は、指定管理者に

代わって、市がホースパークの管理を行う場合について準用する。この場

合において、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第５

条及び第６条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第７条第１項中「指

定管理者」とあるのは「市」と、同条第２項ただし書中「指定管理者」と

あるのは「市長」と、第８条の見出し中「設定基準等」とあるのは「額」

と、同条第１項中「あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者が」とある
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のは「規則で」と、第９条及び第１０条ただし書中「指定管理者は、規則

で定めるところにより」とあるのは「市長は、特に必要があると認めたと

きは」と、第１２条及び第１３条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、

別表中「利用料金設定基準」とあるのは「使用料」と読み替えるものとす

る。 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の釧路市ふれあいホースパー

ク条例（平成１０年釧路市条例第１８号）の規定によりなされた処分、手

続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみ

なす。 

附 則（平成１７年１２月１３日条例第３０３号） 

この条例は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第１条中釧路市

フィットネスセンター条例第３条の次に３条を加える改正規定（第４条に係

る部分に限る。）、第２条中釧路市農村都市交流センター条例第３条の次に

２条を加える改正規定（第４条に係る部分に限る。）及び第３条中釧路市ふ

れあいホースパーク条例第２条の次に２条を加える改正規定（第３条に係る

部分に限る。）は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２０日条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（規則への委任） 

８ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置

は、規則で定める。 
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附 則（平成３１年３月２２日条例第８号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（規則への委任） 

１０ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措

置は、規則で定める。 

附 則（令和元年６月２８日条例第２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表（第８条関係） 

利用料金設定基準 

１ 一般利用の場合 

区分 金額 

体験乗馬（引き馬） １回 ５４０円 

初級者乗馬指導 １回 ３０分 ２，２００円 

馬場利用（フリー乗馬） 貸馬 １時間 ２，２００円 

自馬 １時間 ２２０円 

馬車 １回 大人（中学生以上） ４４０円 

１回 子供（小学生以下） ２２０円 

ホーストレッキング ５０分コース １回 ４，４００円 

７０分コース １回 ５，５００円 

２ 団体の場合は、前項の規定による利用料金の額を基礎として、次の各

号に掲げる区分に従い、当該各号に定める率を割り引いて算定した金額

とする。 

（１） １５人以上３０人未満 １割 

（２） ３０人以上 ２割 
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○釧路市ふれあいホースパーク条例施行規則 

平成１７年１０月１１日 

釧路市規則第１９９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、釧路市ふれあいホースパーク条例（平成１７年釧路市

条例第１７９号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を

定めるものとする。 

（利用期間等） 

第２条 釧路市ふれあいホースパーク（以下「ホースパーク」という。）の

利用期間、利用時間及び休場日は、次のとおりとする。ただし、指定管理

者は、特に必要があると認めたときは、これらを変更し、又は臨時に休場

日を定めることができる。 

（１） 利用期間 ４月２０日から１１月３日まで 

（２） 利用時間 午前９時３０分から午後４時３０分まで 

（３） 休場日 水曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）に規定する休日が水曜日に当たるときは、その翌日とす

る。） 

２ 指定管理者は、前項ただし書の規定により利用期間、利用時間若しくは

休場日を変更し、又は臨時に休場日を定めたときは、市長に報告しなけれ

ばならない。 

（利用の承認） 

第３条 条例第５条第１項の規定により利用の承認を受けようとする者は、

利用券の交付を受けなければならない。 

（利用料金の設定等の申請） 

第４条 指定管理者は、条例第８条の規定により利用料金又はその額の変更

について承認を受けようとするときは、利用料金設定（変更）申請書に次

に掲げる書類を添付し、市長に提出しなければならない。 

（１） 利用料金に関する規程 
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（２） 利用料金の収入に関する書類 

（３） ホースパークの管理費用に関する書類 

（４） その他市長が必要と認める書類 

（利用料金の減免） 

第５条 条例第９条の規定により指定管理者が利用料金を減額し、又は免除

する場合は、次のとおりとする。 

（１） 市又は指定管理者が主催し、又は共催する各種事業に利用する場

合 

（２） 障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）に規定する障害者が使

用する場合 

（３） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

２ 利用料金の減額又は免除を受けようとする者（指定管理者を除く。）は、

利用の申請の際に減免申請書を指定管理者に提出し、承認を受けなければ

ならない。ただし、前項第２号に規定する者については、身体障害者手帳、

精神障害者保健福祉手帳、証明書、療育手帳、診断書等を入場の際提示す

ることにより申請に代えることができる。 

３ 指定管理者は、利用料金の減免を承認したとき（前項ただし書の場合を

除く。）は、利用料金減免承認書を交付するものとする。 

（利用料金の還付） 

第６条 条例第１０条ただし書の規定により指定管理者が利用料金の全部又

は一部を還付する場合は、次のとおりとする。 

（１） 利用者の責めに帰さない理由により、施設の利用ができなくなっ

た場合 

（２） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

２ 利用料金の還付を受けようとする者は、還付申請書を指定管理者に提出

しなければならない。 

（特別の設備等の承認） 

第７条 条例第１２条の規定により特別の設備等の承認を受けようとする者
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は、利用の申請の際に特別設備等申請書を指定管理者に提出し、承認を受

けなければならない。 

（遵守事項） 

第８条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１） 施設又は附属設備等を汚損し、又は損傷しないこと。 

（２） 所定の場所以外において飲食若しくは喫煙をし、又は火気を使用

しないこと。 

（３） 他人の迷惑となるような行為をしないこと。 

（４） その他関係職員の指示に従うこと。 

（市による管理） 

第９条 第２条（第２項を除く。）及び第５条から第７条までの規定は、指

定管理者に代わって、市がホースパークの管理を行う場合について準用す

る。この場合において、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」

と、第２条第１項ただし書中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第５

条第１項各号列記以外の部分中「指定管理者」とあるのは「市長」と、同

項第１号中「市又は指定管理者」とあるのは「市」と、同項第３号中「指

定管理者」とあるのは「市長」と、同条第２項中「受けようとする者（指

定管理者を除く。）」とあるのは「受けようとする者」と、「指定管理者

に」とあるのは「市長に」と、同条第３項中「指定管理者」とあるのは「市

長」と、「利用料金減免申請書」とあるのは「使用料減免申請書」と、第

６条及び第７条中「指定管理者」とあるのは「市長」と読み替えるものと

する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の釧路市ふれあいホースパー

ク条例施行規則（平成１０年釧路市規則第５１号）の規定によりなされた
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処分、手続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされた

ものとみなす。 

附 則（平成１７年１２月２６日規則第２８９号） 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

 



19 

○釧路市民ふれあい農園条例 

平成１７年１０月１１日 

釧路市条例第１７８号 

（設置） 

第１条 農作物の収穫体験を通じて、農業への理解を深め、及び農村地域の

振興を図るため、釧路市民ふれあい農園（以下「農園」という。）を設置

する。 

（位置） 

第２条 農園は、釧路市山花１５線１３０番に置く。 

（指定管理者による管理） 

第３条 市長は、次に掲げる農園の管理に関する業務を行わせるため、地方

自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定により、

指定管理者（同項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）を指定する

ものとする。 

（１） 農園の施設の利用の承認に関する業務 

（２） 第１条の設置目的を達成するための事業の実施に関する業務 

（３） 農園の施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）の収

受に関する業務 

（４） 農園の施設及び設備の維持管理に関する業務 

（５） その他市長が定める業務 

（指定管理者が行う管理の基準） 

第４条 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の規定に従い、

農園の管理を行わなければならない。 

（利用の承認） 

第５条 農園を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の承認を受け

なければならない。 

（利用の制限） 

第６条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、農園の利用
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を制限することができる。 

（１） 公益を害するおそれがあると認められるとき。 

（２） 農園の施設及び附属設備等を損傷するおそれがあると認められる

とき。 

（３） 管理運営上支障があると認められるとき。 

（利用料金の納入等） 

第７条 第５条の規定により利用の承認を受けた者（以下「利用者」という。）

は、利用料金を指定管理者に納入しなければならない。 

２ 利用料金は、利用の承認を受けたときに納入しなければならない。ただ

し、指定管理者が特に必要があると認めたときは、この限りでない。 

３ 利用料金は、指定管理者の収入とする。 

（利用料金の設定基準等） 

第８条 利用料金は、別表に定める金額の範囲内において、あらかじめ市長

の承認を得て、指定管理者が定める。 

２ 指定管理者は、利用料金の額について変更しようとするときは、あらか

じめ市長の承認を得なければならない。 

３ 市長は、前２項の規定により承認したときは、その内容について速やか

に告示するものとする。 

（利用料金の減免） 

第９条 指定管理者は、規則で定めるところにより、利用料金を減額し、又

は免除することができる。 

（利用料金の不還付） 

第１０条 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者は、規則で

定めるところにより、その全部又は一部を還付することができる。 

（転貸等の禁止） 

第１１条 利用者は、その権利を譲渡し、又は転貸してはならない。 

（特別の設備の承認） 

第１２条 利用者は、農園の利用に当たって特別の設備をしようとするとき
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は、あらかじめ指定管理者の承認を受けなければならない。 

（損害賠償） 

第１３条 利用者は、農園の施設、附属設備等を損傷し、又は滅失したとき

は、その損害を賠償しなければならない。 

（市による管理） 

第１４条 第５条から第１０条まで（第７条第３項並びに第８条第２項及び

第３項を除く。）、第１２条及び別表の規定は、指定管理者に代わって、

市が農園の管理を行う場合について準用する。この場合において、これら

の規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第５条及び第６条中「指

定管理者」とあるのは「市長」と、第７条第１項中「指定管理者」とある

のは「市」と、同条第２項ただし書中「指定管理者」とあるのは「市長」

と、第８条の見出し中「設定基準等」とあるのは「額」と、同条第１項中

「あらかじめ市長の承認を得て、指定管理者が」とあるのは「規則で」と、

第９条及び第１０条ただし書中「指定管理者は、規則で定めるところによ

り」とあるのは「市長は、特に必要があると認めたときは」と、第１２条

中「指定管理者」とあるのは「市長」と、別表中「利用料金設定基準」と

あるのは「使用料」と読み替えるものとする。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の釧路市民ふれあい農園条例

（平成６年釧路市条例第２１号）の規定によりなされた処分、手続その他

の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成１９年３月２２日条例第１０号） 

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 
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附 則（平成２０年１０月２日条例第４７号） 

この条例は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、第２条の次に２

条を加える改正規定（第３条に係る部分に限る。）は、公布の日から施行す

る。 

附 則（平成２６年３月２０日条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

（規則への委任） 

８ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置

は、規則で定める。 

附 則（平成３１年３月２２日条例第８号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

（規則への委任） 

１０ この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措

置は、規則で定める。 

附 則（令和元年６月２８日条例第２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

別表（第８条関係） 

利用料金設定基準 

区分 単位 金額 

貸出農園 １区画１利用期間（規則で定める利用期

間をいう。）につき 

７，２４０円

掘取農園 １区画１回につき ３６０円

学童学習農園   無料 

備考 学童学習農園は、規則で定める場合に利用することができる。 
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○釧路市民ふれあい農園条例施行規則 

平成１７年１０月１１日 

釧路市規則第１９８号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、釧路市民ふれあい農園条例（平成１７年釧路市条例第

１７８号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定める

ものとする。 

（利用期間等） 

第２条 釧路市民ふれあい農園（以下「農園」という。）の利用期間及び利

用時間は、次のとおりとする。ただし、指定管理者は、特に必要があると

認めたときは、これらを変更し、又は臨時に閉園日を定めることができる。 

（１） 利用期間 ５月１５日から１０月３１日まで。ただし、掘取農園

については、農作物の収穫期で指定管理者が別に定める期間 

（２） 利用時間（貸出農園を除く。） 午前９時から午後５時まで 

２ 指定管理者は、前項ただし書の規定により利用期間若しくは利用時間を

変更し、又は臨時に閉園日を定めるときは、市長に報告しなければならな

い。 

（利用の承認等） 

第３条 貸出農園及び学童学習農園（以下この条において「貸出農園等」と

いう。）の利用の承認を受けようとする者は、貸出農園等を利用しようと

する年の貸出募集期間内に、利用承認申請書を指定管理者に提出しなけれ

ばならない。 

２ 指定管理者は、貸出農園等の利用を承認したときは、利用承認書を交付

するものとする。 

３ 掘取農園を利用しようとする者は、利用の当日に利用料金を納入し、掘

取農園利用券の交付を受けなければならない。 

４ 前項の掘取農園利用券は、利用承認書とみなす。 

（学童学習農園の利用） 
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第４条 学童学習農園は、次に掲げる場合に限り、利用することができる。 

（１） 小学校、中学校、義務教育学校等の授業のため利用する場合 

（２） 前号に準ずる行事、事業等で指定管理者が認めたものに利用する

場合 

（利用料金の設定等の申請） 

第５条 指定管理者は、条例第８条の規定により利用料金又はその額の変更

について承認を受けようとするときは、利用料金設定（変更）申請書に次

に掲げる書類を添付し、市長に提出しなければならない。 

（１） 利用料金に関する規程 

（２） 利用料金の収入に関する書類 

（３） 農園の管理費用に関する書類 

（４） その他市長が必要と認める書類 

（利用料金の減免） 

第６条 条例第９条の規定により指定管理者が利用料金を減額し、又は免除

する場合は、次のとおりとする。 

（１） 市又は指定管理者が主催し、又は共催する各種事業に利用する場

合 

（２） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

２ 利用料金の減額又は免除を受けようとする者（指定管理者を除く。）は、

利用の申請の際に減免申請書を指定管理者に提出し、承認を受けなければ

ならない。 

３ 指定管理者は、利用料金の減免を承認したときは、利用料金減免承認書

を交付するものとする。 

（利用料金の還付） 

第７条 条例第１０条ただし書の規定により指定管理者が利用料金の全部又

は一部を還付する場合は、次のとおりとする。 

（１） 利用者の責めに帰さない理由により、施設の利用ができなくなっ

た場合 
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（２） その他指定管理者が特に必要と認めた場合 

２ 利用料金の還付を受けようとする者は、還付申請書を指定管理者に提出

しなければならない。 

（市による管理） 

第８条 第２条（第２項を除く。）から第４条まで、第６条及び前条の規定

は、指定管理者に代わって、市が農園の管理を行う場合について準用する。

この場合において、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、

第２条第１項、第３条第１項及び第２項並びに第４条第２号中「指定管理

者」とあるのは「市長」と、第６条第１項各号列記以外の部分中「指定管

理者」とあるのは「市長」と、同項第１号中「市又は指定管理者」とある

のは「市」と、同項第２号中「指定管理者」とあるのは「市長」と、同条

第２項中「受けようとする者（指定管理者を除く。）」とあるのは「受け

ようとする者」と、「指定管理者に」とあるのは「市長に」と、同条第３

項中「指定管理者」とあるのは「市長」と、前条中「指定管理者」とある

のは「市長」と読み替えるものとする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１７年１０月１１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の釧路市民ふれあい農園条例

施行規則（平成６年釧路市規則第１８号）の規定によりなされた処分、手

続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされたものとみ

なす。 

附 則（平成２０年１０月２日規則第６８号） 

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月３１日規則第６号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

 


